

























































































印紙附の滞阪の家柄である。父純一一一郎は緒方洪胞 適紘一 人帳第十訴引に記帳した人である。宗次は長じて大阪にでて緒方郁放の独笑軒数に入り前段川やか}学び、孫、氷元年(ついで江戸間成所教綬であった川氷点平氏が郷虫 一一
m
に帰ったことを知り、その
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門森岡敬三宛森樹齢宗次審館〕花家拝見致知覚論日々然、冷籾増候処無御碍御勤仕候条奉係交、然処
前吋父頃日御不快之由一向不承事ニ候御報交一一白レハ心臓病之総子定テ御掛滋之段祭入伎、劣生之意見ト市中テ別ニ無之候-一付長県病院 諮先生ト御相談之上及御治療段段所総鉄山出綾慨脱者一云々日一日付御間合-一一関リ日疋モ其景況劣生之耳目ニ到ラス乍併弊間以
病院ノ役員ハ本年六月改テ履歴書一通差出シ候、ハえハ会ク今春内務省ヨリソ病院或ハ医学校地私設立井一一教員混入之規則御発行ニ就テノ事ト{淡路候、米タ本省ヨリ試験様ノ事ハ出及ハサルナリ、当九年二月以米数民雇入ニ就テハ必ス七科学梁ノ者一一非サレハ採用ス可ラス右卒業-一及ハサル者ハ助手タルヲ得ヘク主任タルヲ得ス…去、ペハ前日テ劣生ノ閲ク所ナリ自然此等之事件ニ然之哉、尚劣生時やノ方向一一関係アル中事件ナレハ詳細探索致シ得ル所アレハ報知可申上伎会、君等ハ関ヨリ試検
法相行レ侠ハ、却テ好都合ト祭校、災故ハ当人令官途一一占位セル医生ハ怒皆同時議多芸ト蹴排出叩哉ト問及佼得ハナリ、悶テ考レ 是叉医生ヲ数料舛スル良法ナ一フン併シ劣生ハ甚迷惑千万ふ句之絞千際刑判ヨリ一昨昨日一書列者、間判判モ当今ハ余程快方之出中米候外科新鋭ハ三十巻迄草稿略落成町一及候随テ上水致皮候得共、年米之繁
用ニ尚テ選延致シ候、尚叉問書ハ訳文之劣拙ナルカ底生ア道一一適セサルカ余リ部数発出セス、此上十余巻ヲ彫刻スルトハトテモ非力一一及ハサル一一就何程芯アルト勝トモ
O
或ハ日
印無之テハ不遂之拡一残懐之五円一有之伎、国テ逐次其初ヨリ彫刻致皮存立
候
也
プッキン氏内科書ハ劣生モ過日一
部入用ニ付東京丸善へ山中近候得共、彼地ニ口問切レノ出回一一テ新リ米候、尚m人過日昼一引が其余白ニ組織川一五日午
AA
井ニ病理学出一広々中上底伎、カルベントル生巡礼
Mハ七十年以後者米タ間
及ハス多分無之ト察伎、同氏ヒューマン、ヒシヨロジi 題シテ詑動版
二郎出物出米/様子年代ハ千八百六十九年ナ問、併シ東京へ舶来有之俊哉ヤ合ヤ不相分役得共、
応御尋一円然ト
中本存候、併シアメリカ版ニテ五十五年/者ハ昨年来東京弁-一大阪一一有ト之ト混雑セサルヲ姿ス、ダルトン生波書千八百七十五年ニ改版ニ相成過日大阪へ十
Jd州斗米リソ侠ニハ代堺地へ悉
山首引付役、是ハ殆ント旧版一一倍シ顔ル完倣ノ好ムヰト相日比段、叉ダルトン氏生滋品川同ノ旧版 向様/「コンテンツ」ニ一一ノ千八百七十一一一年銀行カ
ip
ス氏生理主アリ活ハ劣生過月本陣ヨリ取容セ抑制試
候処、頗ル適好有用ニ有之侠、併東京ニ有無之総ハ難相分段得札炎、是叉応御間合可然ト奉存候過日米肥後図之恭助ニ付大阪鋲ム口モ多分一一出円以(有之険、併シ十月一一一十一日迄ノ東京報知新聞山ヲ関スレハ大
低一千徳之様子ナリ、当捕許地ハ比率一一就キ返そ動揺スルコトナシ、今日ハ天長節目一付唯人サヨリ上庁可致奔築当初認兆一錯雑之歪御海容一川被成候也、余ハ郷後信俊、頓首
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追ム日時々御転宅之由住所ノ不定ハ甚煩労察入候、劣生モ近、、小林寺町へん取県柏ノ桜リ米夕日間以ハ定一ブサレトモ転後ハ必ス報知可申上侠
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」の他、森内宮部次の贈物礼状や森
附敬一一一の実家宛諮問など数通保存されているが、ここでは割愛した。末尾ながら資料を提供いただいた若山光円氏のご好意に感謝します。また資料解説にご協力いただいた大西愛氏、機渓芥教援、脇問修助教援に謝意を表します。
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